
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
用
語
を
是
認
す
る
も
の
で
は
な
い
。

な
お
、
現
在
で
は
不
適
切
と
さ
れ
る
用
語
を
一
部
に
使
用
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
本
書
が
資
料
を
原
文
ど
お
り
に
掲
載
す
る
方
針
を
と
っ
て
い
る
た
め
で
あ

を
〔

「
東
京
美
術
学
校
近
事
」

〕
に
記
し
た
。

誤
記
な
い
し
誤
植
と
思
わ
れ
る
箇
所
に
は
行
間
右
側
に
〔
マ
マ
〕
を
付
し
た
。

編
者
註
記
は
〔

）
と
区
別
し
た
。

0
本
書
は
東
京
芸
術
大
学
美
術
学
部
の
前
身
で
あ
る
東
京
美
術
学
校
の
明
治
三
十
二
年
か
ら
大
正
八
年
ま
で
の
歴
史
を
資
料
を
中
心
に
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
。

0
本
書
は
全
体
を
三
章
に
分
け
、
章
中
を
節
に
分
け
、
さ
ら
に
第
一
巻
補
遺
篇
を
加
え
た
。

0
第
一
章
、
第
二
章
に
は
明
治
三
十
二
年
よ
り
大
正
八
年
ま
で
の
経
緯
を
編
年
体
で
記
述
し
た
。
各
節
（
各
年
度
）

の
記
述
は
「
東
京
美
術
学
校
年
報
」
抜
粋
、
註
、

『東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
所
載
「
東
京
美
術
学
校
近
事
」
「
教
室
雑
俎
」
、
関
連
事
項
（
重
要
事
項
の
解
説
）
の
順
で
あ
る
。
第
三
章
に
は
明
治
三
十
二
年
よ

り
大
正
八
年
ま
で
の
東
京
美
術
学
校
校
友
会
の
活
動
概
況
を
記
し
た
。
第
一
巻
補
遣
篇
に
は
第
一
巻
脱
稿
後
に
収
集
し
た
資
料
の
う
ち
、
主
な
も
の
を
収
録
し
た
。

〇
資
料
掲
載
の
原
則
は
お
よ
そ
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

こ

と

と

き

と

も

し

て

原
文
の
句
読
点
、
旧
漢
字
、
旧
漢
字
と
新
漢
字
の
併
用
、

7
．
片
・

た
・
メ
な
ど
は
そ
の
ま
ま
と
し
た
。

に
直
し
、
資
料
に
よ
っ
て
は
読
み
易
い
よ
う
に
句
点
に
当
た
る
箇
所
を
一
字
あ
き
と
し
た
。

新
聞
記
事
等
、
原
文
が
総
ル
ビ
の
場
合
は
必
要
と
思
わ
れ
る
も
の
を
除
い
て
ル
ビ
を
省
い
た
。

〕
内
に
記
し
、
資
料
原
文
の
（

「
教
室
雑
俎
」
の
転
載
に
あ
た
っ
て
は
そ
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
の
巻
号
数
と
発
行
年
月
日

凡

例

た
だ
し
、
俗
字
や
略
字
、
変
体
仮
名
は
通
常
の
字
体

vii 凡 例




